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ＰＣ工事桁の適用事例と今後の展開について 

 

佐藤 茂美*1・菅原 広道*2・石崎 太郎*2 

 

概    要 

  線路下構造物を開削施工で構築する場合，軌道を鋼製の工事桁で仮受けして施工を行い，

構造物完成後には工事桁を撤去し，バラスト軌道に復旧することが一般的である。この方法

では，夜間の制約された条件下でリスクが高い軌道周辺の作業が多く，かつ，桁撤去・軌道

復旧が必要であるため，コスト高となるなどの問題があった。このため，当社では短時間で

架設が可能で，工事完了以降に軌道構造物として利用可能な本設利用ＰＣ工事桁工法の開

発・実用化を進めてきた。 

本報告は，平成１５年より開始した本設利用ＰＣ工事桁の開発経緯および本工法の施工実

績について取りまとめたものである。 

キーワード：本設利用・ＰＣ工事桁・軌道桁・マクラギ抱き込み式・直結軌道 

 

AN EXAMPLE OF APPLICATION OF THE PRESTRESSED CONCRETE WORK GIRDERS  

AND FUTURE PROSPECTS 

 

Shigemi SATO *1, Hiromichi SUGAWARA *2, Taro ISHIZAKI *2 

 

Abstract 

For erecting a structure below a railway track by the cut and cover method, it is common to perform the work in 

the state where the track is temporarily supported by steel girders and, after completion of the structure, to remove 

the girders for restoring the ballast track. However, this method has some problems. For example, it involves 

numerous work processes carried out in a high-risk area near the track under restrictions at night. In addition, the 

cost was unavoidably high due to the need to remove the girders and to restore the track. Tekken worked to 

develop and put into practical use a method for constructing in a shorter time prestressed concrete work girders 

that can also be used as permanent track structures after completion of the work. 

This report reviews the background of the development of such prestressed concrete work girders that began in 

2005 as well as construction track records for this method. 

Keywords: permanent use, prestressed concrete work girder, railway track girder, sleeper-embracing work beam, 

directly fastened track 
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ＰＣ工事桁の適用事例と今後の展開について 

 

佐藤 茂美*1・菅原 広道*2・石崎 太郎*2 

 

１．  はじめに 

  近年，都市部では，駅舎を含む駅周辺の再

開発工事や市街地の交通渋滞緩和のための鉄

道高架化工事が頻繁に行われている。駅周辺

での工事や道路に接近して建設物が建ち並ぶ

都市部の鉄道工事では，用地確保の問題から

線路線形の変更が困難であり，活線施工が行

われる事例が多い。営業線直下で構造物を構

築する活線施工は，一般に線路線形を変更す

る別線施工に比べて工期・工費ともに増大す

る傾向がある。この原因の一つとして，軌道

を仮受けする工事桁の架設および撤去工事が

挙げられる。  

この鋼製桁を用いた従来工事桁工法（写真

－１）は多数の部材 (主桁，横桁 )の設置およ

び組立てを必要とするため，１連の架設に数

日（４～５日）の線路閉鎖間合い作業を必要

とする。また，線路下構造物構築後には，工

事桁の撤去，軌道復旧工も必要となるため，

全体工期が延び工費が増大する。  

本設利用ＰＣ工事桁工法は，従来工事桁工

法と比較して工事桁の部材数を極力減らし，

架設時にレール破線を行わないことで短期間

での桁架設を可能にした。さらに，線路下構

造物構築後も本線鉄道構造物として利用する

ことで工事桁の撤去を不要とした。  

以降に，平成１５年度にスタートした本設

利用ＰＣ工事桁の開発成果，施工実績および

今後の課題について報告する。  

 

２．  本設利用ＰＣ工事桁の工法の特徴 

２．１  構造概要 

本設利用ＰＣ工事桁（以下ＰＣ工事桁）の

開発は平成15年から開始し，当初の構造はＰ

ＣマクラギをＰＣ桁上に固定するマクラギ抱

き込み式タイプであった（図－１）。  

この構造についてはマクラギの位置調整お

よび固定作業が困難であること，桁形状が複

雑で製作に手間が掛かり，コスト高が予想さ

れたことなどから改良が行われ，平成１６年

に現在使用されている直結軌道タイプのＰＣ

工事桁が完成した（図－２）。  

ＰＣ工事桁は，左右の１組の主桁と，端部

２箇所および中央部１箇所の横桁から構成さ

れる。主桁は，プレテンション方式のＰＣ桁

であり，軌道構造としての精度を確保するた

め，工場にて製作することを基本としている。   

横桁は，Ｈ形鋼材とエンドプレートとを組

合わせた部材であり，ＰＣ鋼棒を用いて左右

の主桁と一体化する構造とした。また，横桁

と主桁との接合部には接合キーを配置してお

り，事前に仮橋脚等の受桁に横桁を精度良く

設置することで，横桁が架設時のガイドとし

て機能するため，架設時の作業性および設置

*1  エンジニアリング本部   土木技術部 ＰＣグループ・リーダー  

*2  エンジニアリング本部   土木技術部 ＰＣグループ  

 

写真－１ 従来工事桁（鋼製桁）  
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精度を大幅に向上できる。  

２．２  本設利用ＰＣ工事桁工法の利点 

(1) 工期短縮 

  桁１連を１回の夜間線路閉鎖間合い（実作

業 3.0 時間）で架設することが可能となり，

架設に必要な期間は従来工法に対して 約

60％短縮できる。また，ＰＣ工事桁は軌道

構造物として利用するため桁撤去・軌道復旧

作業が不要となる。  

(2) コストダウン 

  ＰＣ工事桁は，工場内でプレテンション方

式により製作するため，鋼製桁と比較して桁

製作コストが低い。また，従来工法と比較し

て架設重量が大きいため，架設用設備が大規

模となるが，架設日数が大幅に短縮できるこ

と，さらに，工事桁撤去および軌道復旧が不

要であることから，工事桁に関わる工事費を

従来工法に対して 15％～30％低減できる。  

(3) 騒音・振動の低減 

ＰＣ工事桁は，コンクリート構造であるた

め，鋼製桁と比較して列車走行時に鋼製桁特

有の騒音が小さく，また，完成形以降はゴム

支承で支持されたフローティング構造となる

ため，線路下および近接構造物に対する振

動・騒音が低減できる。このようなことから，

都市部での鉄道工事への適応性に優れている。  

 

３．  施工実績  

３．１  中央線東小金井駅付近高架化 

（ＪＲ東日本） 

(1) 工事概要 

中央線東小金井駅付近高架化工事において，

工事期間中における自由通路確保のため，Ｐ

Ｃ工事桁を用いて仮設地下自由通路の施工を

行った。  

ＰＣ工事桁を使用した初めての実施工であ

ＰＣマクラギ

横 桁

主 桁

固定金具

調整精度の確保が困難

固定金具開発が課題

横桁の設置数が多い

形状複雑・型枠高価

ＰＣマクラギ

横 桁

主 桁

固定金具

調整精度の確保が困難

固定金具開発が課題

横桁の設置数が多い

形状複雑・型枠高価

図－１  ＰＣ工事桁の構造 

（Ｈ１５年プロトタイプ）  

写真－４ 中央線東小金井駅付近高架化        

バラスト掘削・積込み状況 

ＰＣ工事桁

端部横桁

端部横桁

ＰＣ工事桁

中間横桁
ＰＣ鋼棒

横桁鋼製接続キー

図－２  ＰＣ工事桁の構造 

（標準普及タイプ） 

主 桁  
主 桁  

写真－５ 中央線東小金井駅付近高架化 

架設状況 
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るが，ＰＣ工事桁は工事終了後に撤去した  

(写真－4，写真－５ )。  

(2) 使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝９．０ｍ×３連  

３．２  五反田駅コスモスプラン他２ 

（ＪＲ東日本） 

(1) 工事概要 

五反田駅コスモスプランは，ＪＲ五反田駅の

バリアフリーと駅設備の改良を目的として，

現在の盛土部分にＲＣ高架橋を新設する工事

である。ここでは，山手線内・外回り，山手

貨物上下線の４線をＰＣ工事桁（各線２連，

合計８連）で受け替えた (写真－６，写真－

７ )。  

 

(2) 使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝１０．５ｍ×４連，９．３ｍ×３連，  

７．８ｍ×１連  

３．３  新宿駅南口基盤整備 

（ＪＲ東日本） 

(1) 施工概要 

 新宿駅南口では，国道２０号新宿こ線橋

の架け替えおよび橋上駅舎や交通広場等の基

盤整備事業が進められており，当事業に伴う

埼京線４線，中央本線１線の仮受工事に，コ

ストダウンと工期短縮を目的としてＰＣ工事

桁が採用された。  

 桁架設は平成１８年１０月２８日夜間より

始まり，平成２０年５月２３日夜間で５６連

全ての架設が完了した。現在は桁下構造物の

施工に伴い，ＰＣ工事桁の連続化および支点

受け替え工事を行っている (写真－８ )。  

(2) 使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝５．３ｍ～１０．７ｍ×５６連  

３．４  宇治線第３号橋梁桁架替え 

（京阪電鉄） 

(1) 工事概要 

老朽化した鋼製工事桁をＰＣ工事桁に架替

えた。民間鉄道における初めての施工実績で

ある (写真－９，写真－１０，写真－１１ )。  

(2) 使用したＰＣ工事桁 

Ｌ＝３．３ｍ×２連  

写真－７ 五反田駅コスモスプラン他２ 

施工完了 

写真－８ 新宿駅南口基盤整備 

架設状況（左）・施工完了（右） 

写真－６ 五反田駅コスモスプラン他２ 

架設状況 
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写真－１１ 宇治線第３号橋梁桁架替え 

施工完了 

４．  コストダウンを目的とした技術開発 

ＰＣ工事桁の適用範囲拡大を目的にＰＣ工

事桁を連続化するシステムを開発した (新宿

駅南口採用 )。  

４．１  鋼製継手の開発 

連結部は，短時間での連結が可能であるこ

と，連結直後に列車走行に耐えうる強度を有

すること，長期の耐久性を有すること等，多

くの性能が要求される。それらの条件を満足

する構造として図－１１に示す鋼製継手を

開発した。鋼製継手は，ビルドアップしたＩ

形断面の連結鋼材をＰＣ工事桁端部に埋め込

み，添接板を使用し連続化を行う構造である。  

４．２  ＲＣ継手の開発(改良タイプ) 

鋼製継手は厳しい軌道管理を満足するため

に，製作，ＰＣ工事桁埋め込み，架設あるい

は施工の各段階において高水準の精度が要求

される。そこで，さらなる精度向上およびコ

ストダウンを目的とし，閉合鉄筋を用いた重

ね継手による連結構造の開発を行った (図－

１２ )。同時に横桁についても鋼製横桁から

ＲＣ横桁に変更することにより製作性および

コスト面の改善を図った。  

この開発により，コストは従来のＰＣ工事

桁 (連続化タイプ )に対して約 40％低減でき

た。  

写真－９ 宇治線第３号橋梁桁架替え 

施工前 

写真－１０ 宇治線第３号橋梁桁架替え 

架設状況  

図－１１  鋼製継手 図－１２  ＲＣ継手(改良タイプ) 
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５．  まとめ (今後の展開 ) 

最後に今後のＰＣ工事桁の展開について以

下に示す。  

(1) 鋼製工事桁に対する競争力の向上 

鋼部材の価格急騰により，コスト競争力が

向上している現状を生かし，工事桁としての

商品力向上 (施工性等 )を検討する。  

(2) ＰＣ工事桁の適用範囲拡大 

今後，増加が予想される老朽化小規模橋梁

の架け替え需要に対し，ＰＣ軌道桁としての

適用性を向上させるため，スパン延長への対

応を検討する。  

(3) 開発成果（ＲＣ継手）の適用範囲の

拡大 

優れた部材接合方式であるＲＣ継手のＰＣ

工事桁以外の分野 (梁部材の急速施工等 )への

適用範囲拡大を検討する。  

 

これらの検討により今後は，本工法の工事

桁および軌道桁としての適応性を向上させる

とともに，「桁」ではなく「軌道」としての

利用などの新たな商品展開を進め，さらに，

当社以外が工事を受注した場合のサポート体

制を確立するなど，本工法を広く普及させる

ための方法を検討する予定である。  
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